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　　衷飼の勤き

一2潟覆田現雀一

男　　　4，5魏2《一8）

喪　　　4，56駆繕2〉

謬醗　　　9，0▽9《鱒o）

世帯数2，250《一5）

　（〉ぱ離月舞較
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1月16日にめでたく
　116歳の誕生日
　大きくはばたけ、歴史にのこる学校に

　一千手小学校（佐藤威美校長、児童数352人）一

　明治7年（1874）1月16日、水ロ沢地内に創設された
千手小学校が、創立116周年を迎えました．創設した当

時は、千手校という名前でした．

　創立記念日には、家族らも参加し、体育館で先輩のお話

や、斎木恵美児童会長（6年生）の「すばらしい千手小学校」

という詩の朗読などを聞きました。

　その後、グランドで書初めと、家庭で書かれたことしの

願いを、雪原のファイヤーという集いで燃やしました。

圃休日救急医
2月11日大島医院（川原町）a52－2957

　12日山口医院（下条）台55－2003

　18日池田医院（本町西）奮52－2581

　25日中条病院（中条）a57－3018

3月4日富田医院（神明町）君52－3269

　11日山口医院（袋町）a52－2174



　
一
月
十
七
日
、
第
一
回
町
議
会
臨

時会が

開
か
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
町
道
山
野
田
下
平
線
改

良
工
事
請
負
契
約
金
額
（
契
約
の
相

手
方
“
加
賀
田
組
・
吉
楽
土
建
共
同
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とめる

企
業
体
）
の
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　

続
い
て
、
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

仁
田
に
教
員
住
宅
を
新
設
し
た
こ
と

か
ら
、
木
島
の
教
員
住
宅
を
、
一
般

が
利
用
で
き
る
町
営
住
宅
と
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

定
例
会
と

臨
時
会

定
例
会
は
、

　
町
議
会
に
は
、
定

例
会
と
臨
時
会
が
あ

り
ま
す
。

三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
の
年
四
回
開
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

月
に
よ
っ
て
、
予
算
審
議
や
決
算
認

定
な
ど
審
議
す
る
内
容
も
お
お
む
ね

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
議
会
に
は
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
生
じ
た
と

き
に
開
く
の
が
、
臨
時
会
で
す
。

　
議
会
の
回
数
は
、
定
例
会
、
臨
時

会
の
区
別
な
く
、
そ
の
年
の
一
月
か

ら
開
か
れ
た
順
番
に
第
一
回
、
第
二

回
と
数
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
広
場
造
成
事
業

町
有
地
を
利
用
し
て
い
る

　
　
　
中
子
の
葉
た
ば
こ
畑

　1
●

11
　●

10
）

　中子地区の町有地の一角を芝生広場に
することにしました。

　このふるさと広場（公園）事業を希望す

る案は、かなりの数寄せられました。

従って、場所の指定もいくつかに分かれ

ていました。委員会では、既成の要素が

備わっている中子とすることで意見がま

とまりました。
林道峰方線

　中央に見えるのが町行造林500na達成記念碑（1．10．18）

②
十
キ
ロ
並
木
ロ
ー
ド
事
業

　
　
　
　
お
よ
そ
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
路
肩
に
植

　
　
　
樹
、
並
木
ロ
ー
ド
を
設
け
ま
す
。

　
　
　
　
場
所
は
、
林
道
峰
方
線
の
起
点
（
小
白
倉
）

　
　
　
か
ら
同
市
ノ
越
線
の
終
点
（
高
倉
）
ま
で
と
、

　
　
　
基
幹
作
業
導
右
ノ
窪
線
か
ら
節
黒
城
ま
で
を
予

　
　
　
定
し
て
い
ま
す
。

纏
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去
年
の
夏
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

（
一
億
円
）
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
一
一
二
案
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
町
職
員
九

人
で
構
成
す
る
同
事
業
検
討
委
員
会

（
委
員
長
・
須
藤
総
務
課
長
）
で
検

討
し
、
次
の
四
案
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
四
つ
の
総
事
業
費
一
億
三
千

万
円
を
、
新
年
度
予
算
に
要
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●

②●④

③
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

　
　
　
　
　
　
“
夢
”
フ
ラ
イ
ト
事
業

　
乗
客
18
人
乗
り
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
醗
．
欝
　
、
講

鐸麟懸鰯　観雛

灘灘辮灘
鑛蝶灘壌獅馨
　　難　、顛
　　馨鐘譲睡

嚢

　　　顯’
　　饗
　鞍欝．

叢
　
一
般
町
民
と
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
町
内
を

遊
覧
し
ま
す
。
町
を
上
空
か
ら
眺
め

る
こ
と
で
愛
町
心
の
高
揚
を
は
か
り
、

未
来
の
町
づ
く
り
に
夢
を
描
い
て
い

た
だ
く
よ
う
期
待
し
て
の
も
の
で
す
。

日
本
航
空
・
岡
留
恒
健
（
お
か
と
め
・

こ
う
け
ん
）
機
長
の
お
話
。

「
地
上
で
は
生
ま
れ
に
く
い
空
か
ら

の
発
想
、
地
球
観
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
。
地
球
は
狭
く
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
（
1
・
3
朝
日
新
聞
か
ら
）

④人材育成基金設置事業
千手あきんど会が立てた

　　　恒例のXマスツリー（1．12．1）

植
え
る
木
は
、
山
桜
、
ブ
ナ
、
イ
チ
ョ
ウ
、

コ
ブ
シ
、
シ
ラ
カ
バ
、
モ
ミ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ー

ダ
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
地
場
産
業
確
立
に
向
け
た

人
材
の
育
成
と
、
諸
産
業
活
動
の
組

織
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
の
基
金

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

憩



税務署長優秀作　　剰西中2集黒嶋　裕君

夢のある暮らしと福祉に育つ税

所得税親の確定申告と住民税親の申告は
　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

2月16日（木）～3月15日（木）

確
定
申
告
が
必
要
な
方

一
　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
方
な
ど
で
控
除
額
を
超
え
る
方

ニ
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な

方①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を

　
超
え
る
方

正
し
い

確
定
申
告
を

　
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
た
り
す
る
と
、
あ
と
で
不
足

額
を
納
め
る
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
不
足
税
額
の
一
五
％

か
、
加
算
税
一
〇
％
が
課
せ
ら
れ
た

う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
出
張
相
談

2
月
2
2
日
（
木
）

　
午
前
m
時
～
午
後
4
時

　
活
性
化
セ
ン
タ
i
四
階
第
一
研
修

　
室
　
台
⑱
三
二
一
（
内
五
七
）

②
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が

　
二
十
万
円
を
超
え
る
方

③
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　
て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

　
か
っ
た
給
与
分
と
、
ほ
か
の
所
得

　
を
合
わ
せ
て
二
十
万
円
を
超
え
る

　
方

税
の
申
告
相
談

　
　
　
　
　
（
1
・
2
・
2
2
）

租税教育懇談会入選作　 川西中3年小林垂樹鍛

税構かし渕臨難で催みよ麟町づ累頓

租
税
教
育
懇
談
会
入
選
作
　
川
西
中
一
年
高
橋
博
美
さ
ん

人
の
た
め
自
分
の
た
め
に
も
納
税
を

住
民
税
の

　
　
　
　
申
　
　
告

　
こ
の
申
告
は
、
納
税
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
申
請
を
す
る

際
の
証
明
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
重

要
な
も
の
で
す
。
正
確
に
記
入
し
、

三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。農

業
所
得
は

　
　
　
役
場
で
計
算

　
農
業
所
得
は
、
去
年
秋
、
出
し
て

い
た
だ
い
た
申
告
書
を
基
に
、
役
場

で
計
算
し
ま
す
。
農
業
の
確
定
申
告

を
す
る
方
は
、
税
務
課
に
照
会
し
て

か
ら
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

住民税申告相談日程

期　　間 時　間 会　　　場

2月22日㈲

　～
3月9日㈹

午前10時

　～
午後4時

活性化センター4階
　　　第1研修室

868－3111（57）

⑱



2
・
18
衆
院
選
か
ら

干
手
の
投
票
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
二
月
十
八
日
の
選
挙
か
ら
、
千
手

地
区
の
投
票
所
を
一
カ
所
増
や
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
、

ほ
か
の
地
区
と
ち
が
っ
て
、
人
口
減

轍蝋

難

　　　碑．

．織

少
も
な
く
一
番
人
口
の
多
い
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
投
票
所

は
旧
町
村
当
時
の
ま
ま
、
ず
っ
と
ニ
カ

所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

轍

受け付け開始と同時に長い列の第1投票所（1．6、4県知事選）

ほ
か
の
投
票
所
と
く
ら
べ
て
混
雑
し

た
り
、
比
較
的
遠
く
か
ら
来
て
投
票

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
不

都
合
を
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
県
選
管
の
了

承
を
得
て
、
増
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
、
町
の
投
票
所
は

十
七
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
野
、
下
平
新
田
の
第
一
二

投票所が

第
四
投
票
所
と
な
り
、
以

下
そ
れ
ぞ
れ
番
号
が
一
つ
ず
つ
繰
り

下げら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
か
ら
千
手
地
区
は
、

別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
お
ま

ち
が
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

公
職
選
挙
法
が
改
正

　
　
　
　
　
ー
二
月
一
日
か
ら
適
用

次
の
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

①
政
治
家
（
候
補
者
や
こ
れ
か
ら

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
、
現
在

公
職
に
あ
る
人
）
が
、
選
挙
区
内
で

寄
付
を
す
る
こ
と
。

②
有
権
著
が
、
政
治
家
に
寄
付
を

求
め
る
こ
と
。

〈
別
表
〉

③
政
治
家
が
、
選
挙
区
内
に
年
賀

状
や
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
。

④
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の

あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
こ
と
。

⑤
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝

儀
な
ど
を
出
す
こ
と
。

　
以
上
の
う
ち
、
③
以
外
で
処
罰
さ

過去の地区別有権者数　毎年9月2日現在

　　　　　年別

地区 昭57 58 59 60 61 62 63 平1

千　　手 2，，938 2，946 2，933 2，922 2，935 2，949 2，906 2，906

上　　野 1，310 1，298 1，325 1，315 1，295 1，289 1，297 1，286

橘 1，510 1，485 1，476 1，464 1，467 1，470 1，472 1，454

イ山　　田 1，555 1，520 1，459 1，411 1，357 1，304 1，277 1，243

計 7，313 7，249 7，193 7，112 7，054 7，012 6，952 6，889

磯
離
公
民
権
停
止
の
対
象
と

投
票
区

投
　
票
　
場
　
所

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

第
　
　
一

山
野
田
公
民
館

中
島
町
　
山
野
田
　
発
電
所
通
り
西
　
鉄
道
ア
パ
ー
ト

栄
町
　
朝
日
町
　
発
電
所
通
り
東
　
山
野
田
住
宅

県
営
住
宅

第
　
　
二

活
性
化
セ
ン
タ
ー

四
郎
兼
東
善
寺
上
町
中
央
町
　
田
中
町
　
神
社
町

学
校
町
　
中
屋
敷
　
寺
尾
　
木
島
　
沖
立

第
　
　
三

川
　
西
　
中
　
学
　
校

伊
友
　
高
原
田
　
坪
山
　
霜
条
　
鶴
吉

轡



さとるシリ

旺
ナ

A
座

曜
銀

雪のステージの回りでは「ヨイヤラサァー…」

　
　
　
　
．
．
灘
蟹

羅
醐

　
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
の
三
日
間
、
東
京
銀
座
で
「
銀
座

ナ
イ
ン
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
ー
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
ー
は
、
地
方
出
身
者

が
多
い
東
京
の
人
た
ち
に
、
ふ
る
さ

と
と
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
再
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
銀
座
ナ
イ
ン
出
店

会
が
年
間
十
二
回
の
フ
ェ
ア
ー
と
し

て
、
全
国
に
呼
び
掛
け
、
応
募
件
数

（2．1．28）スタッフと応援団で「かわにし町」バンザィ

四
士
二
の
中
か
ら
、
町
の
企
画
が
採

用
さ
れ
、
実
現
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
雪

と
＊
遊
＊
Y
O
U
＊
友
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
銀
座
八
丁
目
の
首
都
高
速
ガ
ー
ド

下
に
設
け
ら
れ
た
銀
座
ナ
イ
ン
の
イ

ベ
ン
ト
広
場
に
は
、
雪
を
町
か
ら
二

台
の
大
型
ダ
ン
プ
で
運
び
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
、
こ
の
催
し
用
に
八
畳
あ

ま
り
の
む
か
し
の
部
屋
を
再
現
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
は
、
ム
シ
ロ
を
敷
き
、

ジ
ロ
バ
タ
を
作
り
、
板
戸
で
囲
み
、

ミ
ノ
を
飾
る
な
ど
懐
か
し
さ
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
最
終
日
の
二
十
八
日
に
は
、
町
か

ら
大
型
観
光
バ
ス
で
五
十
人
あ
ま
り

が
「
応
援
団
」
と
し
て
か
け
つ
け
ま

し
た
。
参
加
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
ま

た
た
く
ま
に
定
員
い
っ
ぱ
い
と
な
っ

た
こ
の
日
帰
り
ツ
ァ
ー
、
一
日
で
大

雪
（
積
雪
二
〇
〇
セ
ン
チ
）
と
暖
か

い
東
京
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
都
会
に
住
む
町
の
出
身
者

が
実
家
な
ど
か
ら
連
絡
を
受
け
、
「
銀

座
で
川
西
町
が
…
」
と
、
た
く
さ
ん

　
再
現
さ
れ
た
田
舎
家
で
は
オ
ニ
ギ

リ
、
漬
物
、
甘
酒
な
ど
の
ジ
ロ
バ
タ

サ
ー
ビ
ス
。
ス
タ
ッ
フ
は
延
べ
百
人
、

ご
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
。

の
人
が
で
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
が
、
銀
座
で

思
い
っ
き
り
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を

見
た
出
身
者
は
、
　
「
こ
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
あ
る
人
た
ち
が
、
ふ
る
さ

と
に
も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
う
。
」
な
ど
と
い
う
声
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
銀
座
で
発
見
、
我
が
ふ
る
さ
と
。

こ
の
こ
と
ば
の
よ
う
に
、
地
元
か
ら

出
か
け
て
い
っ
た
人
た
ち
も
、
東
京

人
と
な
っ
た
出
身
者
も
、
ま
た
、
川

西
町
を
全
然
知
ら
な
い
人
た
ち
も
、

ま
さ
に
、
銀
座
で
発
見
、
我
が
ふ
る

さ
と
。

　
無
料
で
配
ら
れ
た
川
西
米
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
・
キ
ネ
つ
き
モ
チ
な
ど
は
、

三
日
間
で
『
万
品
あ
ま
り
。

麟



平成4年3月完成予定

仮
称

十日町市と合同で

、

締め切り 3月10日（当日消印有効）

応
募
資
格

　
町
内
・
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
は
が
き
一
枚
に
一
作
品
（
一
人
何

枚
で
も
可
）

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
（
問
い
合
わ
せ
も
）

　
役
場
内
建
設
課
あ
て

賞
品

　
①
採
用
　
一
点
　
同
名
が
複
数
の

　
　
　
と
き
は
、
抽
選
で
決
め
ま
す
。

②
佳
作
若
干

発
表

　
本
紙
に
発
表
。
本
人
に
も
通
知
し

ま
す
。

　
　
橋
の
概
要

架
橋
位
置
十
日
町
市
下
島
か
ら

　
　
　
　
川
西
町
上
新
井
ま
で

橋
の
長
さ
三
九
九
・
ニ
メ
ー
ト
ル

幅
員
一
〇
・
○
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
摩
歩
聾
嬉

暦
は
春

　
　
　
　
　
雪
の
記
録

　
一
月
二
十
日
が
大
寒
。
そ
れ
か
ら

二
月
上
旬
ま
で
が
、
一
年
で
一
番
寒

い
時
期
で
す
。
そ
し
て
、
降
雪
量
も

多
い
と
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
、
六
士
二
年
と
、

去
年
、
こ
と
し
の
積
雪
観
測
の
記
録

を
比
べ
て
み
ま
し
た
。

　
豪
雪
地
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
地

方
、
暖
冬
小
雪
を
望
む
声
も
多
数
で

す
が
、
さ
て
こ
と
し
の
雪
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
暦
の
上
で
は
、
も
う
春
が
き
て
い

ま
す
。

新十日町大橋完成予想図

鱒騰

膿
零

向こう側が川西です。

　
　
　
　
　
鶴
　
懸

　
　
　
　
　
　
役
場
前
の
県
道

〈
測
定
地
”
川
西
ダ
ム
〉

（
2
・
1
・
26
）
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　あ
　る
　青
叢年
　ム金呑
　の
子記
幸録
作①

明
治
と
昭
和
の
二
十
年
代

学
制
の
発
布
で
、
川
西
郷
に
最
初

の
小
学
校
（
仁
田
校
）
が
で
き
た
こ

ろ
、
児
童
に
加
減
乗
除
を
教
え
る
こ

と
の
で
き
る
教
師
が
少
な
か
っ
た
と

い
う
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

に
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
と
き
、
流
言

飛
語
を
信
じ
て
、
　
「
天
子
様
が
絹
布

の
法
被
（
は
っ
ぴ
）
を
下
さ
る
」
と

喜
ん
だ
臣
民
が
か
な
り
あ
っ
た
そ
う

だ
。
こ
の
年
、
赤
谷
の
若
い
衆
四
八

人
の
う
ち
、
読
み
書
き
の
で
き
る
者

は
わ
ず
か
八
人
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
ど
こ
の
村
も
こ
ん
な
で
あ
っ
た
か

ら
、
明
治
の
若
い
衆
は
教
育
勅
語
の

換
発
（
か
ん
ぱ
つ
）
を
契
機
に
学
を

修
め
、
業
を
習
う
必
要
を
感
じ
て
若

衆
宿
の
活
動
や
夜
学
会
に
情
熱
を
そ

そ
ぐ
。
こ
う
し
た
実
績
は
、
新
憲
法当時の小学校授業風景

の
も
と
で
民
主
化
教
育
を
推
進
し
た

昭
和
二
十
年
代
の
、
川
西
郷
に
わ
き

起
こ
っ
た
青
年
た
ち
の
学
習
活
動
に

似
て
い
る
。

若
衆
宿
と
若
者
た
ち

　
昭
和
戦
後
の
公
民
館
が
村
の
茶
の

間
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
明
治
の
こ
ろ

は
ム
ラ
ご
と
に
若
衆
宿
が
あ
っ
た
。

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
る
と
こ
の
宿

に
集
ま
り
、
年
長
者
か
ら
ム
ラ
決
め

の
鉄
則
や
秩
序
の
維
持
を
学
び
、
以

心
伝
心
で
若
者
の
仁
義
を
会
得
し
た
。

地
域
共
同
体
の
構
成
員
と
な
る
の
に

必
要
な
教
育
が
、
若
者
た
ち
の
手
で

自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
若
衆
宿
は
盆
、
正
月
や
名
月
、
お

け
流
し
の
社
交
場
で
も
あ
り
、
村
芝

居
の
け
い
こ
も
こ
こ
で
行
わ
れ
、
楽

し
い
夜
遊
び
の
セ
ン
タ
ー
に
も
な
っ

て
い
た
。
高
倉
の
若
い
衆
は
、
毎
年

秋
に
男
女
で
流
し
事
を
祝
っ
て
い
た

が
、
農
事
改
良
の
必
要
を
感
じ
て
こ

の
行
事
を
廃
止
し
、
農
友
会
に
衣
が

え
し
て
米
つ
く
り
技
術
を
学
ん
だ
。

　
夜
学
会
に
通
う

　
ム
ラ
に
「
不
学
の
戸
」
が
無
く
な

る
と
、
若
衆
宿
と
は
別
に
、
若
者
た

ち
の
足
が
小
学
校
へ
向
く
よ
う
に
な

る
。
そ
こ
で
は
、
村
一
番
の
イ
ン
テ

リ
で
あ
っ
た
主
宰
教
師
や
有
力
者
か

ら
、
読
み
方
、
算
術
、
国
史
、
忠
義
、

孝
行
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
日
清
戦
争
が
起
き
る
と
、
若
い
衆

の
奔
走
で
戦
勝
祈
願
祭
や
報
告
会
、

世
界
の
列
強
に
加
わ
っ
て
い
く
た
め

の
大
演
説
会
が
し
ば
し
ば
開
か
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
、
集
会
は
、
小
さ

な
ム
ラ
を
単
位
と
し
た
若
衆
宿
の
範

囲
を
越
え
て
小
学
校
区
ご
と
に
、
そ

れ
が
さ
ら
に
村
全
体
の
大
き
な
組
織

へ
と
広
が
っ
て
い
く
。

　
青
年
会
の
創
立

　
青
年
団
体
が
村
を
単
位
に
結
成
さ

れ
る
の
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
に
で
き
た
仙
田
村
青
年
団
が
最

初
で
あ
る
。
二
十
三
年
に
は
、
千
手

町
村
に
至
誠
会
と
称
す
る
青
年
会
の

創
設
を
み
る
。

　
二
十
四
年
に
は
上
野
村
の
若
い
衆

三
〇
余
名
が
夜
以
天
本
を
開
講
し
、
翌

二
十
五
年
に
は
上
野
青
年
会
が
発
足

し
て
旭
会
と
称
し
た
。

　
三
十
年
代
に
入
る
と
、
小
学
校
区

を
会
場
に
夜
学
会
や
演
習
会
が
一
段

と
盛
ん
に
な
る
。
日
露
戦
争
が
始
ま

る
と
、
銃
後
を
固
め
る
中
野
村
青
年

会
が
三
十
七
年
に
、
三
十
八
年
に
は

橘
村
青
年
会
が
誕
生
し
て
組
織
が
全

郷
に
及
ぶ
。
中
仙
田
青
年
会
は
冬
仕

事
に
兵
士
の
は
く
ワ
ラ
ジ
を
作
り
、

敵
兵
を
生
け
捕
っ
て
縛
る
縄
を
な
い
、

春
は
ゼ
ン
マ
イ
を
採
っ
て
戦
地
の
陸

海
軍
に
献
納
す
る
。

　
忠
君
愛
国
に
向
け
て

　
日
露
戦
争
が
終
わ
る
と
、
町
村
単

位
の
青
年
会
が
連
合
し
て
中
魚
沼
郡

青
年
会
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
時
代

の
中
魚
沼
郡
は
、
い
ま
の
川
西
町
、

十
日
町
市
、
中
里
村
、
津
南
町
の
ほ

か
に
、
小
千
谷
市
の
真
人
と
岩
沢
が

含
ま
れ
た
大
き
な
郡
で
あ
っ
た
。

　
会
員
の
親
睦
と
、
ム
ラ
の
伸
展
を

目
的
に
掲
げ
た
集
落
青
年
会
は
、
俳

か
い
、
文
芸
や
年
行
事
、
祭
礼
、

郷
土
芸
能
の
伝
承
、
社
会
奉
仕
に
専

心
す
る
。
上
部
団
体
の
傘
下
に
収
ま

る
と
、
町
村
や
郡
青
年
会
の
方
針
に

沿
っ
て
陸
上
競
技
会
や
力
試
し
、
時

局
講
演
会
な
ど
が
意
欲
的
に
開
催
さ

れ
る
。
　
「
忠
良
な
る
臣
民
」
と
し
て

の
自
覚
も
新
た
に
、
純
粋
な
若
者
た

ち
の
心
が
し
だ
い
に
忠
君
愛
国
に
向

け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
小
白
倉
青
年
会
の
記
録

　
筆
者
の
手
も
と
に
、
明
治
三
十
七

年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
、
大
正
十
年

（
一
九
一
一
）
ま
で
の
小
白
倉
青
年

会
の
記
録
が
あ
る
。
大
日
本
帝
国
と

成
長
を
共
に
し
た
青
年
会
の
つ
づ
り

は
、
昭
和
の
終
戦
時
に
ほ
と
ん
ど
が

焼
却
さ
れ
た
は
ず
な
の
に
、
と
き
の

自
倉
青
年
学
校
長
が
ひ
そ
か
に
保
存

明
治
中
期
の

　
　
　
国
定
教
科
書

し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

　
小
白
倉
の
記
録
と
は
い
え
、
町
の

全
域
に
共
通
し
た
出
来
事
が
多
く
、

日
露
の
戦
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦

に
至
る
、
川
西
庶
民
史
の
空
白
を
埋

め
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

そ
の
お
も
な
内
容
を
、
次
号
か
ら
数

回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。

　
1
筆
者
か
ら
1

　
前
号
の
こ
の
欄
「
鳥
追
い
歌
」
に

つ
い
て
、
川
崎
医
学
博
士
か
ら
次
の

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

　
為
慰
の
川
に
似
た
地
形
の
、
信
濃

川
岸
の
京
坂
ま
で
鳥
を
追
う
。
そ
こ

に
住
ん
だ
「
京
坂
の
お
ば
ば
」
は
、

　
　
　
　
そ
ワ
つ
　
ず
　
か
　
　
ば
ば

鬼
女
の
［
葬
頭
河
の
婆
」
を
指
す
。

⑳



講i
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…
懸
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目黒区高橋ミサオさん
　　　　　（上野出身）

し
じ
ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ド
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
し
ロ
レ
じ
し
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
コ
レ
ロ
ロ
ロ
ラ
レ
ロ
ロ
ラ
ロ
ロ
ラ
ド
じ
レ
じ
ロ
ロ
ロ

ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
お
　
わ
　
び
　
　
　
　
　
　
皿

じ

…
　
一
月
号
こ
の
欄
で
、
練
馬
区
・
…

…
涌
井
セ
リ
さ
ん
の
お
名
前
が
、
リ
…

…
セ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
…

ロ

…
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一一

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

川
西
石
産
　
　
　
　
　
　
十
万
円

沢
口
洋
一
（
下
平
新
田
）
　
十
万
円

広
報
発
行
に

高
橋
正
吉
（
文
京
区
）
　
　
二
万
円

　
　
　
善

　
前
略
　
毎
月
「
広
報
か
わ
に
し
」

を
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
私
と
「
広
報
か
わ
に
し
」
と
の
出

合
い
…
…
。
そ
れ
は
思
い
も
よ
ら
ぬ

友
か
ら
私
へ
の
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
。
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
た
と
き
読
む
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
「
か
わ
に
し
」
が
、
東
京
で
読
め

る
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　
今
で
は
も
う
子
供
た
ち
が
、
先
に

封
を
切
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
。
小
さ

い
と
き
か
ら
、
い
つ
も
ふ
る
さ
と
へ

連
れ
て
帰
っ
た
の
で
、
や
は
り
懐
か

し
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
今
は
、
関
越
道
路
、
そ
し
て
新
幹

線
と
ふ
る
さ
と
も
近
く
な
り
、
年
に

何
回
と
な
く
帰
り
ま
す
。
帰
る
た
び

に
家
も
新
し
く
な
り
、
道
路
も
舗
装

さ
れ
、
都
会
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
子
供
の
こ
ろ
よ
く
遊

ん
だ
神
社
や
お
寺
、
そ
し
て
山
や
川

は
、
昔
の
ま
ま
の
姿
で
い
つ
も
温
か

く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
私
の
い
ち
ば
ん
の
楽
し
み
は
、
春

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
弟
や
妹
た
ち
と

山
菜
と
り
に
行
く
こ
と
で
す
。
東
京

の
お
友
達
も
、
も
う
何
人
も
山
菜
と

り
に
行
き
ま
し
た
。
み
ん
な
。
か
わ

に
し
”
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
ふ

る
さ
と
“
か
わ
に
し
”
を
、
都
会
の

友
に
自
慢
で
き
る
私
は
、
幸
せ
だ
と

思
い
ま
す
。

　
私
も
、
こ
の
目
黒
区
中
目
黒
に
住

懸

　　　纈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔

去
年
秋
帰
省
の
折
　
お
母
さ
ん
（
中

央
）
と
近
所
の
方
（
左
）
と

ん
で
、
も
う
二
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

家
の
周
り
に
は
、
ま
だ
緑
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庭
に
は
、
ふ

る
さ
と
か
ら
持
っ
て
来
た
カ
ゴ
バ
ナ
、

ア
ザ
ミ
、
ハ
ギ
、
山
ユ
リ
、
ス
ミ
レ
、

野
イ
チ
ゴ
が
植
え
て
あ
り
、
咲
く
た

び
に
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
て
は
、

懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
私
た
ち
の
思
い
出
す
ふ
る
さ
と

は
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
自
然
の
ま
ま

の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
ふ
る
さ
と
は
、
き
び
し
い
冬

と
の
た
た
か
い
で
す
ね
。
ど
う
ぞ
、

お
体
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
こ
れ

か
ら
も
よ
り
良
い
広
報
づ
く
り
に
お

励
み
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
町
の
一
層
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
八
王
子
市
田
中
ひ
さ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
領
出
身
）

　
役
場
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
雪
の
季
節
と
な
り
、
お
寒
さ
も
一

段
と
加
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

た
び
は
、
俳
句
の
奨
励
賞
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
の
田
舎
時
代
に
は
、
綿
入
れ
の

着
物
に
ス
ッ
ポ
ン
（
注
・
ワ
ラ
で
編

ん
だ
長
靴
）
を
は
い
て
登
校
し
ま
し

た
。
狭
い
雪
道
に
、
す
そ
を
カ
チ
カ

チ
に
凍
ら
せ
、
ソ
リ
が
来
る
と
、
雪

の
や
ぶ
に
道
を
つ
け
、
よ
け
な
が
ら

通
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
用
務
員
室

の
い
ろ
り
の
炭
火
で
、
す
そ
を
乾
か

し
た
も
の
で
し
た
。

　
向
寒
の
折
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
右
お
礼
ま
で
。

　
　
練
馬
区
　
西
野
美
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
出
身
）

　
き
び
し
い
寒
さ
と
の
闘
い
の
季
節

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
故
郷
川

西
町
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
楽

し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
心
優
し
さ
が
う
れ
し

く
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
ょ
う
、
広
報
郵
送
料
も
送
金
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
私
事
で
す
け
れ
ど
、
私

自
身
が
障
害
者
で
す
の
で
、
福
祉
の

こ
と
に
、
気
持
ち
を
強
く
ひ
か
れ
ま

す
。
そ
れ
に
今
、
が
ん
を
患
ら
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
と
さ
ら
痛
切
に
感

じ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
気
持
ち
だ

け
で
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
活
動
賞
の
人
び
と
の
中
に
、

川
西
町
の
「
山
ゆ
り
の
会
」
の
活
動

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
切
り
抜
い
て

保
存
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
し

て
失
礼
い
た
し
ま
す
。

　
坂
戸
市
鈴
木
ス
ズ
イ
さ
ん

　
前
略
　
ご
め
ん
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
十
一
月
号
に
は
、
思
い
も
か
け
ず

私
の
つ
た
な
い
便
り
を
ご
掲
載
い
た

だ
き
、
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
び
っ
く
り
も
し
、
少
々
恥
ず
か
し

い
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　
広
報
を
拝
見
し
な
が
ら
、
皆
様
方

の
ご
様
子
や
ふ
る
さ
と
の
光
景
を
、

私
な
り
に
想
像
し
て
お
り
ま
す
。
な

ん
と
な
く
楽
し
い
一
日
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
主
人
は
笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

愛
読
の
「
柏
崎
日
記
」
が
終
わ
り
、

ち
ょ
つ
と
つ
ま
ら
な
そ
う
で
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
思
い
出
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え

ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
皆
様
、
お
体
を
大
切
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

麟



⑳

全
国
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
で

モ
手
小
児
童
二
人
撰
入
賞

　
　
郵
政
省
と
財
団
法
人
日
本
郵
便
友

　
の
会
協
会
が
募
集
し
た
第
一
二
十
九
回

　
全
日
本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

　
次
の
お
二
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

海
入
選

ー　
　
　
ヘ
低
学
年
の
部
〉

　
　
小
海
も
も
子
さ
ん
（
二
年
）

　
佳
作

　
　
　
へ
高
学
年
の
部
〉

　
　
田
中
美
里
さ
ん
（
六
年
）

さ
　
　
な
お
、
県
内
入
賞
者
は
、
中
・
高

里美
生
や
一
般
の
部
を
合
わ
せ
て
、
入
選

中
三
人
、
佳
作
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田

1街呂象膿　　　　1
1未来の子供への　　1
　　　　　　　　　　　験くりもの，冠・，．1

㌧＿鯉蠣，．慧ン
0■■口■9■9■9■9コ■■陰ロ陰■■ロD■9－0■，馴■■■0■■■■■一一一馴■一■■■■■98■■■9■■■隔ロ■一ロ■■■■9ロ■■■9■巳■■■瞳ロ■一■■一■■0■■■■■』09■■“■■圏DOロ■DO隔■9■9■9働劇陶“一
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2年井上冴子さん　　　3年北村公太郎君　　　㌔『　　園…　　　　　麟　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

額

新しい嘱託員…②
　　　　　　　　（敬称略）

　山野田住宅　市島　　公

上野教員住宅　高橋　春彦

　下平新田上村源司
　小根岸小海敬太郎
　根　 深丸山和徳

2月は省エネルギー月間

〈
千
手
小
学
校
下

4
年
　
高
橋
紀
子
さ
ん

5
年
　
平
野
雄
介
君

p
繋
懸
、
搬
．

2
年
　
小
林
佑
季
子
さ
ん

君

（3月号は上野小学校です）
瞳さん3年中島1年小野塚真君



平
成
元
年
十
二
月
に
、
川
西
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
員
一
八
○
人
）

が
、
記
念
誌
を
発
刊
し
ま
し
た
。
結

スポーツ少年団

3・・・・…10年の……・：
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

体験を1冊に収録

草
原
に
た
む
ろ
し
て
カ
レ
ー
の
夕
食

！
8
・
陰
銀
山
平
キ
ャ
ン
プ
場
で

団
十
周
年
と
合
同
キ
ャ
ン
プ
実
施
以

来
十
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
作
文
を
中
心
に
九
〇
ぺ

ー
ジ
ほ
ど
の
冊
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
の
中
で
、
宮

啓
一
本
部
長
は
「
知
的
偏
重
教
育
に

よ
る
詰
め
込
み
教
育
、
学
習
塾
通
い
、

進
学
の
た
め
の
勉
強
ば
か
り
で
『
徳

育
』
　
『
体
育
』
不
在
の
教
育
に
な
っ

て
は
」
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
事
実
、
学
校
教
育
で
及
ば
な
い
分

野
を
補
う
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
で
子
ど
も
た
ち
の
心
身

を
育
て
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
巣
立
っ
た
団
員
は
、

一
、
八
○
○
人
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
の
理
解
と
協
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
情
熱

を
注
い
で
こ
ら
れ
た
指
導
者
の
ご
苦

労
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

単
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
か
ら
と

い
う
だ
け
で
は
勤
ま
り
ま
せ
ん
。
経

済
的
に
も
、
日
常
生
活
に
も
多
く
の

犠
牲
が
と
も
な
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ら
を
承
知
で
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
指
導
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
同

本
部
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
地
理
的
条
件
か
ら
加
入
率
が
低
い
校
区
か
ら
、
た
だ
一
人
キ
ャ

ン
プ
活
動
に
初
参
加
し
た
児
童
の
作
文
を
、
同
誌
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の

　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
柔
道
高
橋
秀
規
君

　
　
　
　
　
　
（
仙
田
小
二
年
生
）

　
ぼ
く
は
、
う
ま
れ
て
は
じ
め
て
キ

ャ
ン
プ
と
い
う
も
の
を
し
て
み
ま
し

た
。
七
月
に
は
い
っ
た
ば
か
り
で
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
ち
ょ
つ
と

し
ん
ぱ
い
だ
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
た

の
し
か
っ
た
。

　
せ
ん
だ
の
が
っ
こ
う
か
ら
は
、
一

人
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
が
ぼ
く
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
み
せ
て
く

れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　
一
ば
ん
い
や
だ
っ
た
こ
と
は
、
き

ゆ
う
な
さ
か
を
は
し
っ
て
お
り
た
こ

と
で
す
。
そ
の
あ
と
、
あ
し
が
い
た

く
て
ち
ゃ
ん
と
ズ
ッ
ク
を
は
け
な
か

っ
た
け
ど
、
や
き
に
く
と
ご
は
ん
を

た
べ
て
、
よ
く
ね
て
お
き
た
ら
、
い

た
み
が
ち
ょ
つ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
ぼ
く
の
た
め
に

な
っ
た
こ
と
は
、
夜
が
こ
わ
く
な
く

な
っ
た
こ
と
と
、
み
ん
な
と
ち
ょ
っ

と
は
な
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。

　
ら
い
年
も
キ
ャ
ン
プ
が
あ
っ
た
ら

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
て

つ
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

駈しい家麟／NO．10

子
ど
も
と
の

気
持
ち
の
通
い
合
い
を

　
親
は
子
供
と
、
な
ん
の
気
な
し
に

次
の
よ
う
な
会
話
を
し
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
朝

子
「
う
わ
あ
ー
雪
だ
。
道
理
で
寒
い

と
思
っ
た
」

母
「
さ
っ
さ
と
着
替
え
な
さ
い
。
風

邪
引
く
よ
」

朝
食
の
時
に
は

子
「
こ
な
い
だ
学
校
か
ら
も
ら
っ
て

き
た
○
○
の
申
し
込
み
を
、
今
日
で

も
よ
い
か
ら
希
望
者
は
持
っ
て
き
な

さ
い
っ
て
先
生
が
言
っ
た
よ
。
お
母

さ
ん
早
く
書
い
て
よ
」

母
「
な
ん
で
、
朝
の
こ
ん
な
時
に
な

っ
て
。
大
体
あ
ん
た
は
机
の
周
り
の

整
理
が
悪
い
か
ら
、
な
ん
で
も
分
か

ら
な
く
し
て
し
ま
う
の
よ
。
い
つ
も

言
っ
て
る
で
し
ょ
」

　
夕
方
、
子
供
が
帰
る
と

子
「
た
だ
い
ま
。
あ
ー
お
な
か
が
す

い
た
あ
。
今
日
の
お
や
つ
は
何
？
」

母
「
ど
こ
へ
行
っ
て
た
ん
。
い
つ
も

よ
り
遅
い
じ
ゃ
な
い
か
」

子
「
わ
あ
、
ハ
ン
バ
ー
グ
だ
。
久
し

ぶ
り
だ
な
ー
」

母
「
宿
題
し
た
ん
だ
か
」

　
こ
の
お
母
さ
ん
は
、
こ
ん
な
ふ
う

に
子
供
に
言
い
な
が
ら
、
頼
ま
れ
た

申
込
書
は
書
い
て
や
り
、
お
や
つ
に

は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
牛
乳
を
用
意
し
、

ま
た
夕
食
に
は
、
手
作
り
ハ
ン
バ
ー

グ
を
せ
っ
せ
と
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
で
も
、
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
こ

れ
で
は
子
供
と
の
気
持
ち
の
通
い
合

い
が
持
て
ま
せ
ん
。

　
子
供
が
「
寒
い
と
思
っ
た
」
と
言

っ
た
ら
「
や
っ
ぱ
り
雪
が
降
る
と
寒

い
ね
」
と
言
い
、
　
「
○
○
君
が
そ
う

…
…
」
と
言
い
出
せ
ば
、
早
く
食
べ

れ
ば
い
い
の
に
と
思
い
な
が
ら
も
「
う

ん
う
ん
、
○
○
君
が
？
」
と
さ
り
げ

な
く
聞
い
て
や
る
こ
と
で
す
。

　
子
供
か
ら
は
た
く
さ
ん
聞
き
、
親

か
ら
は
少
な
く
言
う
　
　
。
子
供
が

小
さ
い
う
ち
か
ら
、
そ
ん
な
ふ
う
に

実
行
で
き
て
い
れ
ば
な
あ
、
と
我
が

家
の
反
省
も
込
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
以
上
は
、
香
川
県
丸
亀
市
少
年

　
育
成
セ
ン
タ
ー
梶
由
美
さ
ん
の
文

　
を
、
同
市
広
報
紙
か
ら
転
載
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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茜
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蒼
子

参
道
に
列
な
す
人
や
初
も
う
で

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

ゆ
き
ず
り
に
声
か
け
合
う
や
今
朝
の
雪

　
　
　
　
　
八
王
子
市
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浦
　
サ
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山
の
子
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い
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入
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入
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は
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ス
コ
ッ
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軍
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れ
し
今
朝
の
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屋
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壮
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枝
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落
ち
て
冬
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つ
き
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さ
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し
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椎
茸
の
滑
木
の
ま
ま
を
床
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

目
の
前
を
と
ん
で
降
り
た
る
寒
鳥

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

あ
な
た
は

あ
と
何
年
、
生
き
ら
れ
る
か

　
人
は
だ
れ
で
も
長
生
き
を
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
っ

て
い
る
ほ
ど
う
ま
く
い
か
な
い
の
が
、

「
世
の
常
」
で
す
。

　
各
種
の
検
診
を
受
け
て
「
早
期
発

見
・
早
期
治
療
」
に
つ
と
め
て
い
た

だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
「
早

期
予
防
」
に
も
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

①
睡
眠
を
十
分
に
　
②
朝
食
を
と

る
③
間
食
は
あ
ま
り
し
な
い
④

体
重
を
適
正
に
保
つ
　
⑤
運
動
を
し

て
い
る
　
⑥
お
酒
は
適
量
に
　
⑦
喫

煙
し
な
い
。
以
上
の
七
つ
の
健
康
習

慣
を
守
る
人
ほ
ど
、
死
亡
率
が
低
い

こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
い
か
が
で
し
ょ

睡眠時間は7～8時間 はい いいえ

朝食はほ1…晦目とる はい いいえ

間食はあまりとらない はい いいえ

体重は標準である はい いいえ

運動・スボーツをしている はい いいえ

酒は大量に飲まない（1目2合以下） はい いいえ

タバコはすわない はい いいえ

う
か
？
　
表
を
使
っ
て
、
健
康
習
慣

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

★「はい」は全部でいくつありましたか　値」

★あなたは何歳代ですか　　歳代

★男性ですか．女性ですか　　性

あなたはあと何年生きられる
●健康習慣を守らない人と比べた場合●

性 守られる　　　　　　　　　　　年齢
健康習慣点数 45歳 55 65 75

男

O～3
　　年21．6 13．8 10．6 7．4

4～5 28．2 20．2 13．7 10．2

6～7 33．1 25．O 17．4 11．2

女

O～3 28．6 20．2 12．4 8．6

4～5 34．1 25．1 17．3 11．7

6～7 35．8 27．8 19．9 12．5

町民つな引き大会（1，10，1総合体育館）

．1年生きられま

があります。

1⑭

⑫

あなたの健康習慣は
●いくつ守っていますか●

例　6つ以上守っている、45歳

すが、3つ以下の人では21．6年

噸鰯亀盤


